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定期監査の結果に関する報告書の提出について

地方自治法第１９９条第２項及び第４項の規定に基づき、定期監査を

執行したので、その結果を同条第９項の規定により提出します。

定 期 監 査 報 告 書

１．監査実施月日 平成２２年１１月２６日（金）

２．監査実施場所 佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合 会議室

３．監査の対象 佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合の事務全般

（平成２２年４月～９月）



４．監査の主眼及び方法

（１）監査を実施するにあたって、地方自治法第１９９条第１項の定め

るところにより、財務に関する事務の執行及び特別地方公共団体の

経営にかかる事業の管理が、同法第２条第７項（法律の定めるとこ

ろにより、その事務を処理する。）、第１４項（地方公共団体は、

その事務を処理するに当たっては、住民の福祉の増進に努めるとと

もに、最少の経費で最大の効果を挙げるようにしなければならな

い。）及び第１５項（地方公共団体は、常にその組織及び運営の合

理化に努めるとともに、他の地方公共団体に協力を求めてその規模

の適正化を図らなければならない。）の規定の趣旨に沿って行われ

ているかどうか、また予算の計画的、効率的な執行が適正かつ効率

的に行われているかどうか、斎場の使用料金等公金の具体的な取扱

いが適正かどうか、並びに管理全般について具体的に適切かどうか

を主眼として実施しました。

（２）監査に当たっては、「佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合監査

基準（平成１０年葬祭組合監査委員訓令第１号）」に準拠して、試

査による照合、質問、分析等について、通常実施すべき手続きを選

択適用して行いました。

質問には、これまでの例月出納検査、定期監査及び決算審査の結

果を参考にし、関係職員から説明を聴取したうえで行いました。

５．予算執行状況等

別添、定期監査資料のとおりです。

６．監査の結果及び意見

（１）総括

平成２２年度上半期の予算の執行並びに事務処理について監査を

執行したところ、出納部門及び斎場の使用料金等公金の管理全般に

おいて適正に処理されていました。

また、その他の監査対象事務事業についても適正に処理されてい

ることを認めました。



（２）要望・留意事項

平成２２年度における予算の執行及び事業の運営は、適正であり、

効率的に行われていると認められますが、今後の組合の事業につい

て、次の事項を踏まえて更なる改善を要望します。

① 備品の管理方法の改善及び工夫について

組合では、すべての備品について台帳を作成しています。備品台

帳の整備は、パソコン管理システム等によらず、職員が手作業で更

新等を記録するなどしています。

今後は、老朽品目、更新時期等の検索及び現物との照合並びに調

査について、より効率的に把握しておく必要があります。パソコン

ソフト等を活用して、改善をし、工夫をしながらさらに適正な備品

の管理に努めてください。

② 職員の健康保持と勤務体制の充実について

最近のさくら斎場の利用状況は、中長期の利用計画を上回り、著

しい増加傾向にあります。このような中で、関係職員の勤務状況を

みると、不規則勤務の中、職員の有給休暇等の取得状況は、職員間

で差が生じており、総体的にもかなり減少傾向にあるようです。

今後も円滑な斎場運営を図るためには、安定した職員の勤務体制

の確立が必要となります。これらを踏まえながら、職員の健康保持

と平均的な休暇取得等を含めて職員の勤務体制がさらに充実するよ

うに適切な改善を進めてください。

③ 組合の再編・統合化等の検討状況について

組合では、環境衛生の近隣三組合間の再編・統合化等について、

平成２２年度において人事体制及び予算措置等がなされ、主要な事

業として掲げられ、取り組んでいるとのことです。

今後とも、組合事務の一層の効率化と安定化を図るための検討を

さらに進めるとともに、人事体制や予算措置に対応した経過及び進

捗状況についても報告をするように努めてください。


